
（２－①－４）格納容器内部調査技術の開発（平成２４年度計画）
平成24年度主要目標

平成２４年度は、前年度より実施している計画立案(概念検討)を継続実施し、その計画を元に格納容器 事前調査(*1)工法の検討/装置の開発、及び格納容器 本格調査(*2)工法の検討を行
うことを主要目標とする。 （*1）事前調査：本格調査のためのPCV内事前調査 （*2）本格調査：燃料デブリの位置の把握

平成24年度の実施内容

１．計画立案(概念検討)：平成23年度からの継続
平成23年度の検討成果(技術カタログによる技術の収集/活用，調査項目/対象部位/
調査手段，アクセスルートなど)に基づき、事前調査及び本格調査用装置の構想検討を
行う。

２．格納容器 事前調査工法の検討／装置の開発
事前調査(平成25年度予定)に向け、 PCVエントリー工事で得られた最新知見も踏ま
えて、調査工法の詳細検討と装置(移動機構)の開発／設計／製作を実施する。

３．格納容器 本格調査工法の検討
本格調査(平成28年度予定)に向け、調査工法の詳細検討を実施する。

【平成24年度計画】
研究開発に先立ちPCVエントリー工事が実施され、PCV内の状況が想定以上であるこ
とが判明(ペデスタル外で約７３Sv/hの高線量，水の滴下環境での観察など)した。
このため、本格調査の装置開発に向けて、PCV内の状況を早期に確認することで効
率的な開発を実施する必要があり、事前調査の範囲を拡大する。
事前調査として、下図の項目を実施する。

実施体制

工程表

事項／年度

平成２４年度

上期 下期

(1)計画立案

(2)アクセス方法・装置（移動機

構）開発
①事前調査(*1)装置
・開発/設計/製作

・モックアップ
②本格調査(*2)装置
・工法/装置検討

(3)放射性物質飛散防止対策

(4)検査装置・技術開発

工法/装置検討

事前調査用アクセス装置開発

事前調査へ
(平成25年度)

*１）事前調査：本格調査のためのPCV内事前調査
*２）本格調査：燃料デブリの位置の把握
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事前調査「X-6～ﾍﾟﾃﾞｽﾀﾙ
開口までの状況確認」

事前調査項目とアクセスルート案

可能な場合「ﾍﾟﾃﾞｽﾀﾙ内の
初期状況確認」

事前調査「ﾍﾟﾃﾞｽﾀﾙ外の
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（幹事会社：日立GE）格納容器内部調査技術の開発

PCV内部の放射性物質に対する対策

機器・装置開発サブワーキング等の上位会議体

報告

◎日立ＧＥ、東芝、三菱重工

PCV事前調査工法の検討

PCV事前調査装置の開発

PCV内本格調査工法の検討

PCV内本格調査装置の開発

検査装置の開発

技術カタログの作成（炉内調査、
燃料取り出しに係る技術も含む）

計画立案（概念検討） ◎日立ＧＥ、東芝、三菱重工

◎日立ＧＥ、東芝、三菱重工

◎３社で分担(装置または
搭載機器単位で分担)

◎日立ＧＥ、東芝、三菱重工

◎３社で分担(装置または
搭載機器単位で分担)

◎３社で分担(装置または
搭載機器単位で分担)

アクセス方法と装置の開発 検査装置・技術の開発

◎３社で分担(装置または
搭載機器単位で分担)

管理
【格納容器に関するプロジェクトの統括】【格納容器に関するプロジェクトの統括】

格納容器補修技術の開発

格納容器漏えい箇所特定技術の開発

詳細は「格納容器補修技術の開発」参照

詳細は「格納容器漏えい箇所特定技術の開発」参照

メンバー：
東京電力
日立GE 
東芝
三菱重工状況推定結果に基づく調査の概念検討

放射性物質飛散防止カバーの開発

モックアップ

事前調査用検査装置

計画立案(事前調査／本格調査)

注：装置開発に必要となる技術の一部は，技
術カタログを踏まえた一般競争入札によりベ
ンダーを選定する

事前調査用検査装置
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（２－①－４）格納容器内部調査技術の開発（全体計画の概要）
必要性

現在、燃料デブリの存在状況は不明であるため、その取出しに向けて原子炉格納容器内のデブリの位置及び状況を事前に調査するとともに、圧力容器を支持するペデスタル等の
状況も確認する必要がある。また、原子炉格納容器内は高温・多湿・高線量の過酷環境下であり、遠隔装置等による調査が要求される。さらに、原子炉格納容器内に装置を投入す
るために原子炉格納容器バウンダリを開放する際には、放射性物質が飛散しないためのシステムの開発も併せて要求される。

実施工程

事項／年度

第１期 第２期

2011 2012 2013
2014 2015 2016

(前)

(1)計画立案

(2)アクセス方法・装置（移動

機構）開発
①事前調査(*1)装置
・開発/設計/製作

・モックアップ
②本格調査(*2)装置
・開発/設計/製作

・モックアップ

(3)放射性物質飛散防止対策

(4)検査装置・技術開発

計画立案

開発/設計/製作

技術カタログ作成
実機適用性評価/本格調査

フィードバック、改良

工法/装置検討

開発/設計/製作

開発/設計/製作

事前調査

フィードバック、改良

*１）事前調査：本格調査のためのPCV内事前調査
*２）本格調査：燃料デブリの位置の把握

放射性物質
飛散防止カバー

調査ロボット

X-6ペネ以外

X-6ペネ

実施内容
原子炉格納容器内の状態把握、原子炉圧力容器の漏えい調査、燃料デブリ取り出し工法の検

討を目的とした原子炉格納容器内調査の工法および装置の研究開発を行う。原子炉格納
容器外まで作業員または装置がアクセスし、原子炉格納容器貫通孔等から遠隔検査装置
を投入し原子炉格納容器内部を調査する計画を基本とし、以下の研究開発を行う。

１．炉内状況の推測結果に基づく既存技術の整理
原子炉格納容器/原子炉圧力容器内の状況（デブリの位置・流下挙動、構造 健全性・損傷

状態等）をプラントパラメータ計測、シミュレーション等により推測し、適切な調査計
画を立案（工法の概念検討）するとともに、過酷な環境下においても適用可能な既存技
術を整理する。

２．アクセス方法と装置の開発
・原子炉格納容器事前調査工法の検討及び装置(移動機構)開発
・原子炉格納容器内本格調査工法の検討
・原子炉格納容器内本格調査のアクセス装置(移動機構)開発

３．原子炉格納容器内部の放射性物質に対する対策
調査時および調査後に、原子炉格納容器内部から放射性物質が飛散することによる作業員お

よび公衆の被ばくに対する対策として、飛散防止カバー及びカバー内で原子炉格納容器
開口部の開閉・装置挿入引抜きを行う遠隔機構を検討する。

４．検査装置・技術の開発
従来の点検範囲を超える箇所、手段、環境(線量、温度等)で検査するために、移動機構に搭

載可能な検査装置・技術の開発と、汚染した装置の除染・処理方法の検討を行う。

開発/設計/製作
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